
 は じ め に
このガイドブックは、お子さんの急な病気や怪我をしたときの対応方法をまとめたもので、 

ご家庭でできる応急手当の方法や電話相談窓口、休日や夜間の診療案内についても掲載しています。
お子さんは成長の過程で、いつでも病気になったり怪我をしたりする可能性があり、受診をする

べきか迷うこともあると思います。
お子さんの「いざ」という時に落ち着いて適切な対応ができるように、日頃からお子さんの病気

や怪我についての知識を持ち、備えておくことが大切です。
また、できるだけ医療機関のスタッフや設備が整っている昼間の診療時間に受診することを 

心がけるとともに、日頃からかかりつけ医に相談ができる環境を整えておくことも大切です。
さいたま市では、このガイドブックを通じて安心して受診ができる救急医療の提供と育児の応援

をいたします。
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